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Abstract

Fish otoliths, teeth and a fin spine are found from the lower Miocene Akeyo Formation of the 
Mizunami Group at the construction site of Mizunami-Kita Junior High School in Toki-cho, 
Mizunami City, Gifu Prefecture, Japan. The otoliths of Pterothrissinae gen. et sp. indet., 
Nemipterus sp., ?Gobius sp., Gobiidae gen. et sp. indet., Soleidae gen. et sp. indet., the teeth of 
Teleostei fam., gen. et sp. indet., and the fin spine of Acanthomorpha fam., gen. et sp. indet. are 
briefly described. 
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はじめに

魚類の内耳の中には炭酸カルシウムを主成分とする耳
じ せ き

石が
存在する．耳石は平衡感覚に関係しており，礫

れきせき

石，扁
へんぺいせき

平石，
星
せいじょうせき

状石に分類される．このうち，扁平石が大きなサイズにな
ることから，一般的に耳石と呼ぶ場合にはこれを指す．扁平
石は分類群によって形態が異なることから，分類学的特徴と
されることがある（飯塚・片山，2008 など）．したがって，
耳石化石はある程度の高次分類が可能であるため，古生物学
的研究においても地質時代の魚類相の推定に用いられる（高
橋，1976 など）．

岐阜県南東部に分布する中新統瑞浪層群は，軟体動物，哺乳
類，植物などの化石を産出することで知られており，古くから

多くの地質・古生物学的研究が行われている（糸魚川ほか , 
1974 など）．いわゆる硬骨魚に含まれる条

じょうきるい

鰭類では，カマスサ
ワラ属，オニカマス属の体化石およびハゼ科，ササウシノシタ
科などの耳石が報告されている（高橋，1976; 大江ほか，1981; 
西本・大江，1982）．これらのうち高橋（1976）は明世層から
7 科 7 属，生俵層から 9 科 20 属の耳石を報告している．

2016 年から 2017 年にかけて，瑞
みずなみしときちょうてんとく

浪市土岐町天徳の瑞浪北
中学校敷地造成工事現場において，下部中新統瑞浪層群明世
層戸狩部層最上部～山野内部層中部が露出し，合弁の
Crenomytilus grayanus（エゾイガイ）などの貝類をはじめ
とする様々な分類群の化石が産出した（安藤，2018; 安藤・
糸魚川，2018 など）．これらのうち，本稿では魚類の耳石，
顎
が く し

歯，棘
きょくじょう

条化石に関して記載および分類学的検討を行う．な
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お，本論で図示する標本は，すべて瑞浪市化石博物館（MFM）
に収蔵し，標本番号 MFM17101–17108 を付与する．

化石産地および地質概説

化石の産地は岐阜県瑞浪市の瑞浪北中学校の敷地造成工事
現場内にあり，北緯 35°22ʼ31”，東経 137°15ʼ07” に位置する

（Fig. 1）．化石産地付近には，下部中新統瑞浪層群明世層戸
狩部層および山野内部層が分布している（安藤，2018）．入月・
細山（2006）によれば，明世層の堆積年代はクロン C5Dr

（18.1–17.5 Ma）とされている．安藤（2018）によれば，化
石産地に分布する山野内部層は凝灰質なシルト質砂岩からな
り，4 層の凝灰岩層の挟在が認められている．また，本部層
の最下部には，現地性または準現地性の産状を示す C. 
grayanus がレンズ状に密集した部分が含まれ（Fig. 2），耳
石化石はこの C. grayanus の密集部の細礫を含む凝灰質シル
ト質砂岩から産出した．なお，現在化石産地の露頭はモルタ
ルで吹き付けられており，直接観察することはできない．

本報告を行うにあたって，耳石各部の名称は飯塚・片山
（2008），高橋（2000）に従い（Fig. 3），外形および側面形
の名称は飯塚・片山（2008）を参考にした．また，分類は
Nelson et al.（2016）に従った．なお，主に記述する各部位
の読みと対応する英語表記，略字は下記の通りである．

耳
じせきちょう

石長：Otolith length（＝ OL），耳
じ せ き こ う

石高：Otolith height（= 
OH）， 耳

じ せ き ふ く

石 幅：Otolith width（= OW）， 欠
けつこく

刻：Exisur，
前
ぜんかく

角：Rostrum，背
はいそく

側の窪
くぼ

み：Dorsal area，縦
じゅうこう

溝：Sulcus，
開
か い こ う ぶ

口部：Ostium，尾
び ぶ

部：Cauda，前
ぜんじょうかく

上角：Antirostrum，背
はい

側
そくりょう

稜：Crista inferior，腹
ふくそくりょう

側稜：Crista superior，歯
し か ん こ う

冠高：
Tooth height（=TH），棘

きょくちょう

長：Spine length（＝ SL）．

古生物学的記載

Cohort Elopomorpha Greenwood, Rosen, Weitzman and 
Myers, 1966 カライワシ区

Order Albuliformes Forey, Littlewood, Ritchie and
Meyer, 1996, ソトイワシ目

Family Albulidae Bleeker, 1849 ソトイワシ科
Subfamily Pterothrissinae Gill, 1893 ギス亜科

Pterothrissinae gen. et sp. indet. 
ギス亜科の未定種　

（Figs. 4.1–4.2） 
検討標本：MFM17101 を含む耳石 11 標本．
計測：MFM17101，OL：3.8 mm，OH：2.4 mm，OW：0.8 mm．
側面観は前後方向に長い楕円形で，欠刻は認められない．

断面は半広線形である．前角が非常に発達し，腹側が広がり，
丸みを帯びる．背側の窪みは極めて浅い．縦溝の開口部は概
ね卵円形で，尾部後方はほぼ直線状に後方へ延びるが，後縁
部と耳石中央部の間で終わる．縦溝の尾部後方腹側に弱い隆
起が認められる．外側面には中央部付近から外側に向けて数
本の条線が認められ，波状の起伏がある．

備考：現生のギス亜科には，Nemoossis belloci (Cadenat, 
1937) および Pterothrissus gissu Hilgendorf, 1877（ギス）
の 2 種が含まれる（Hidaka et al., 2016）．N. belloci の耳石は，
外側面が丸みを帯びた長方形を呈しており，背側縁は開口部
後部付近で湾入する（Nolf, 1985, fig. 35C）．一方，P. gissu
の耳石は楕円形で，前上角が発達せず，欠刻は認められない

（飯塚・片山，2008，fig. 2-1 など）．これら 2 種の耳石の特
徴は，本標本の特徴とは明らかに異なっていることから，ギ

Fig. 1. Locality and the map showing the construction site. 1:2,500 scale topographic maps “Mizunami City planning map” 
published by Mizunami City are used. Bold line indicates the construction site. 

図 1. 調査地域および詳細図．地形図は，2,500 分の 1 瑞浪市都市計画基本図を使用．太枠は工事範囲を示す．
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ス亜科の未定種とした．

Cohort Teleostei Rosen, 1973　正
せいしんこつく

真骨区
Order Spariformes Bleeker, 1876 タイ目

Family Nemipteridae Regan, 1913 イトヨリダイ科
Genus Nemipterus Swainson, 1839 イトヨリダイ属

Nemipterus sp. イトヨリダイ属の未定種　
（Figs. 4.3–4.4）

検討標本：MFM17102 を含む耳石 7 標本．
計測：MFM17102，OL：2.8 mm，OH：1.9 mm，OW：0.6 mm．
側面観は楕円形で，前角と前上角がやや発達する．断面は

弱い反り形である．欠刻は弱い．背側縁および腹側縁は鋸歯
が丸みを帯び，背側縁が特に強く波うつ．背側の窪みは浅い．
縦溝の開口部は概ね卵円形で，後尾部は直線状に後縁付近ま
で伸び，後端でやや腹側へ曲がる．外側面は縁辺部表面が波
うち，中央が凹む．

備考：現生イトヨリダイ科は 5 属 67 種が知られている
（Nelson et al., 2016）．これらのうち，本標本は前角と前上角
がやや発達すること，背側と腹側の縁の鋸歯が丸みを帯びる
こと，断面が弱い反り形であることから，Nemipterus 属に同
定した．また，本標本の特徴は現生の Nemipterus virgatus 
(Houttuyn, 1782)（イトヨリダイ）に非常に良く似ている．し
かしながら，現生イトヨリダイ属に含まれるすべての種と耳
石の比較を行っていないため，本論ではイトヨリダイ属未定
種にとどめた．

Order Gobiiformes Günther, 1880 ハゼ目
Family Gobiidae Cuvier, 1816 ハゼ科

Genus Gobius Linnaeus, 1758 “ ハゼ属 ”

?Gobius sp. “ ハゼ属 ”? の未定種 
（Figs. 4.5–4.6）

?Gobius sp. A; 高橋 , 1976, p. 67, pl. 16, Fig. 13, pl. 19, figs. 3a, b.

Fig 2. Lithostratigraphy of the Mizunami Group and detailed columnar section of the construction site (Modified after Irizuki 
and Hosoyama, 2006 and Ando, 2018). Chr: Chron of Gradstein et al. (2012) and Ogg et al. (2016). Pol: Polarity of Gradstein 
et al. (2012) and Ogg et al. (2016). DZ: Diatom Zones of Yanagisawa and Akiba (1998), Watanabe and Yanagisawa (2005) 
and Gladenkov (2008). 

図 2. 瑞浪層群の層序および瑞浪北中学校敷地造成工事現場における柱状図（入月・細山，2006 および安藤，2018 を改変）．略字は，
Chr：クロン（Gradstein et al., 2012; Ogg et al., 2016），Pol：磁極（Gradstein et al., 2012; Ogg et al., 2016），DZ：珪藻化石
帯（Yanagisawa and Akiba, 1998; Watanabe and Yanagisawa, 2005; Gladenkov, 2008）である．
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検討標本：MFM17103 を含む耳石 19 標本． 
計測：MFM17103，OL：2.3 mm，OH：2.2 mm，OW：0.6 mm．
丸みを帯びた五角形で，前角，前上角，欠刻は認められない．

前後の縁は湾入し，浅い切れ込みが認められる．断面は厚みが
ある．縦溝は完全に閉じ，ほぼ直線上に浅く延びる．縦溝はオ
タマジャクシ様の形状を呈し，開口部は楕円形で，尾部よりも
大きい．背側稜および腹側稜は発達し，縦溝を取り囲む．さら
に稜の周囲に浅い窪みが認められる．外側面は装飾がなく，滑
らかである． 

備考：高橋（1976）は，瑞浪北中学校敷地造成工事現場か
ら西に約 1 km 地点の戸狩層の露頭から産出した “ ハゼ属 ”
の耳石のうち現生種 Gobius niger Linnaeus, 1758 に類似す
る標本を ?Gobius sp. A として報告した．工事現場から得ら
れた標本は，前角，前上角，欠刻が認められないこと，完全
に縦溝が閉じていること，さらに側面観が概ね五角形を呈す
ることから高橋（1976）の ?Gobius sp. A（“ ハゼ属 ” 未定種
Type A）に相当すると考えられる．

Gobiidae gen. et sp. indet. ハゼ科の一種
（Figs. 5.1–5.2）

検討標本：MFM17104 を含む耳石 9 標本．
計測：MFM17104，OL：2.3 mm，OH：2.1 mm，OW：0.5 mm．
丸みを帯びた四角形で，前角，前上角，欠刻は認められない．

前後の縁は湾入せず，ほぼ直線的である．断面は厚みがある．
縦溝は完全に閉じ，ほぼ直線上に浅く延び，開口部は尾部よ
りも大きい．背側稜はわずかに盛り上がり，腹側稜はやや発
達する．腹側稜に沿って浅い溝が認められる．外側面はわず
かに波打ち，緩やかに凹凸が認められる． 

備考：側面観は四角形を呈し，前後の縁は湾入しないこと，
外側面は緩やかに凹凸が認められることからハゼ科に含まれ
るものと考えられる．ただし，外側面の形態から，高橋（1976）
が報告した瑞浪層群産のハゼ科の耳石とは，いずれも異なる
形態を呈する．

Order Pleuronectiformes Bleeker, 1859 カレイ目
Family Soleidae Bonaparte, 1833 ササウシノシタ科

Soleidae gen. et sp. indet. ササウシノシタ科の一種
（Figs. 5.3–5.4） 

検討標本：MFM17105 を含む耳石 7 標本．
計測：MFM17105，OL：1.9 mm，OH：1.5 mm，OW：0.5 mm．
側面観は卵円形で丸みを帯び，外縁はなめらかであるが，

やや摩耗が見られる．前角，前上角，欠刻は認められない．
断面は厚く半広線形を呈する．縦溝は完全に閉じ，ほぼ直線
状に浅く延びる．開口部および尾部は楕円形で，開口部は尾
部よりも大きい．開口部の先端はやや背側に延びる．背側稜
および腹側稜は発達し，溝を取り囲む．さらに稜の周囲に浅
い窪みが認められる，外側面の装飾は認められない．

備考：縦溝が完全に閉じ，側面観が楕円形を呈すること，
背側稜と腹側稜は発達し，稜の周囲に浅い窪みが認められる
ことからササウシノシタ科に属するものと考えられる．高橋

（1976）は山野内部層から Solea sp. A（ササウシノシタ属の
未定種 A），名滝部層（入月・細山，2006 の生俵層下部に相当）
から Solea sp. B（ササウシノシタ属の未定種 B）および
Soleidae gen. et sp. indet. C（ササウシノシタ科の未定種 C）
の耳石化石を報告した．本標本は，高橋（1976）の Solea sp. 
A に類似するが，サイズが小さいこと，腹側が丸みを帯びる
ことで異なり，保存不良であるため属の同定に至らない．

Teleostei Müller, 1845 真
し ん こ つ く

骨区

Teleostei fam., gen. et sp. indet. Type A
真骨類の一種 A

（Fig. 5.5）
検討標本：MFM17106（顎歯）1 標本．
計測：MFM17106，TH：3.9 mm+．
円錐歯で，先端が透過性のある茶褐色を呈する．また先端

部は尖り，やや舌側へ曲がる．顎歯のみでは分類群の同定は
困難であるため，真骨類の一種とした． 

Teleostei fam., gen. et sp. indet. Type B
真骨類の一種 B

（Fig. 5.6）
標本：MFM17107 を含む顎歯 3 標本．
計測：MFM17107， TH：3.7 mm+．
円錐歯で，光沢を帯びた黒色で透過性はない．本標本の先

端は乳白色を呈し，Type A よりも先端の形状が鈍いため，
少なくとも別の科に属する真骨類であると考えられる．

Acanthomorpha Rosen, 1973 棘
きょくきるい

鰭類

Acanthomorpha fam., gen. et sp. indet.
棘鰭類の一種
（Fig. 5.7）

検討標本：MFM17108（棘条）1 標本．
計測：MFM17108，SL：22 mm+．

Fig.3. Generalized otolith. The otolith terminology from 
Takahashi (2000) and Iizuka and Katayama (2008).

図 3. 耳石の模式図．耳石の部位の用語は高橋（2000），飯塚・
片山（2008）による．
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Fig. 4 Fossil otolithes. 1, 2. Pterothrissinae gen. et sp. indet., MFM17101. 1a, inside view: 1b: outside view; 1c: dorsal view; 
2a–c: line drawing of Fig. 4.1a–b. 3, 4. Nemipterus sp., MFM17102. 3a, inside view; 3b, outside view; 3c, dorsal view; 4a–c: 
line drawing of Fig. 4.3a–b. 5, 6. ?Gobius sp., MFM17103. 5a, inside view; 5b, outside view; 5c, dorsal view; 6a–c, line 
drawing of Fig. 4.5a–b. All scale bars represent 1.0 mm.

図 4. 瑞浪層群明世層産耳石化石．1, 2. ギス亜科の未定種 , MFM17101. 1a，内側面；1b，外側面；1c，背側面，2a–c，1a–c のスケッチ．
3, 4. イトヨリダイ属の未定種 , MFM17102．3a，内側面；3b，外側面；3c，背側面；4a–c，3a–c のスケッチ．5, 6. “ ハゼ属 ”?
の未定種 , MFM17103．5a，内側面；5b，外側面；5c，背側面，6a–c，5a–c のスケッチ．スケールは 1.0 mm．
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Fig. 5. Fossil otolithes, teeth, and spine. 1，2．Gobiidae gen. et sp. indet., MFM17104. 1a, inside view; 1b, outside view; 1c, 
dorsal view; 2a–c, line drawing of 1a–b. 3, 4. Soleidae gen. et sp. indet., MFM17105. 3a, inside view; 3b, outside view; 3c, 
dorsal view; 4a–c, line drawing of 3a–b, 5. Teleostei fam., gen. sp. indet. Type A, MFM17106, jaw tooth. 6. Teleostei 
fam., gen. et sp. indet. Type B, MFM17107, jaw tooth. 7. Acanthomorpha fam., gen. et sp. indet., MFM17108, fin 
spine. 7a, anterior view; 7b, posterior view b; 7c, left lateral view; 7d, right lateral view．Scale bars 1–6 represent 1.0 mm. 
Scale bar 7 represents 3.0 mm.

図 5. 瑞浪層群明世層産耳石，顎歯，棘条化石．1，2．ハゼ科の一種，MFM17104．1a，内側面；1b，外側面；1c，背側面；2a–c，
1a–c のスケッチ．3，4．ササウシノシタ科の一種，MFM17105．3a，内側面；3b，外側面；3c，背側面；4a–c，3a–c のスケッチ．5，
真骨類の一種 Type A，MFM17106，顎歯．6，真骨類の一種 Type B，MFM17107，顎歯．7，棘鰭類の一種，MFM17108，
棘条．7a，前方面；7b，後方面；7c，左外側面；7d，右外側面．1–6 のスケールは 1.0 mm，7 のスケールは 3.0 mm．



37

棘条で，基部の太さが 8 mm 前後あり，遠
えんたんきこつ

担鰭骨と関節す
るための孔がある．断面は楕円形を呈する．後方面には後ろ
の鰭

きじょう

条を収めるための溝が発達する．本標本は背鰭の棘条で
あると考えられるが，基部のみであるため，下位の分類を行
えない． 

議論

本研究において，同地域の瑞浪北中学校の敷地造成工事現
場に分布する瑞浪層群明世層山野内部層下部の露頭から，ギ
ス亜科の未定種，イトヨリダイ属の未定種，“ ハゼ属 ”? の未
定種，ハゼ科の一種，ササウシノシタ科の一種の合計 5 種の
耳石，および 2 種の真骨類の顎歯および棘鰭類の棘条化石が
産出した．明世層から 7 科 7 属の耳石を報告した高橋（1976）
と比較すると，今回産出した種のうちギス亜科および，イト
ヨリダイ属は高橋（1976）では報告されていない．しかしな
がら，大江（1990）は明世層山野内部層からギス亜科の耳石
の産出を本文中で述べている．したがって，明世層からのイ
トヨリダイ属の記録はこれまでになく，本論が初記録となる．

ギス亜科を除き，本論で科や属レベルで分類した分類群に
所属する現生種の多くは沿岸域の底層や中層（＝下部浅海帯
以浅）に生息しており（中坊（編），2000），天野・野中（2001）
や安藤・糸魚川（2018）が貝類化石を基に推定した山野内部
層下部の堆積深度と調和的である．一方，現在の北西太平洋
に生息するギス亜科に属する唯一の種である Pterothrissus 
gissu は，水深 200–2000 m の浅海以深に生息するとされて
いる（Hidaka et al., 2016）．今回報告したギス亜科の耳石は，
下部浅海帯上部以浅の堆積物からのものであることから，中
新世の北西太平洋では下部浅海帯上部以浅の底層や中層にも
生息していた可能性が考えられる．あるいは，大江（1990）
が示唆したように堆積場の付近に地形的にやや深くなる海域
が存在したかもしれない．なお，大西洋における現生ギス亜
科の一種である Nemoossis belloci は，セネガル以南の水深
50–500 m に生息しているとされる（Hidaka et al., 2016）．
このことは，明世層産ギス亜科の化石が下部浅海帯上部以浅
の堆積物から産出したことと矛盾がないように考えられる．
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